
ハセ
l
八
タ

穴
七
七

強
家
で
、
鹿
島
郡
七
尾
に
住
し
、
長
谷
川
援
の
聾
を
一
組
外
に
列
し
、
御
近
習
番
と
な
り
、
天
保
二
年
商
御
一
町
o
詣
a
来
迎
寺
叩
記
=
長
公
信
越
-
之
寺
也
。
有
昌
嗣
一
が
前
田
氏
に
局
限
し
た
後
、
連
頼
の
時
に
厨
調
浦
野

能

く

し

た

と

い

ふ

。

一

土

議

奉

行

に

鱒

じ

、

十

三

年

五

十

石

を

加

へ

て

百

五

一

堂

4

務
日
=
武
健
簸
枇
己
と
記
す
る
が
、
本
位
は
元
一
騒
動
が
起
る
こ
と
ま
で
を
記
し
て
ゐ
る
。
此
の
密
ニ

ハ
セ
ガ
ハ
ナ
ホ
ユ
キ
長
谷
川
筒
之
叉
簡
に
作
一
十
石
を
領
し
た
。
猷
は
締
闘
と
践
し
、
経
を
古
賀
精
一
来
来
迎
寺
が
長
家
の
祈
願
腕
で
あ
っ
た
震
そ
こ
に
置
一
種
あ
っ
て
、
そ
の
一
種
は
徐
程
修
飾
が
加
へ
ら
れ
て

る
。
一
種
は
元
常
。
遇
制
笠
比
一
開
・
準
也
・
準
左
衛
門
。
一
理
に
暴
ん
だ
が
、
そ
の
勧
告
に
よ
っ
て
西
洋
窮
理
の
一
か
れ
た
も
の
で
、
前
祉
が
起
っ
て
か
ら
来
迎
寺
を
則
一
ゐ
る
。
著
者
は
何
れ
も
明
ら
か
で
な
い
。

字
は
子
準
。
北
間
叉
は
翻
肋
と
鋭
し
た
。
冬
休
加
賀
一
撃
を
恋
し
、
後
本
多
利
明
に
就
き
、
頗
る
外
凶
の
事
一
笛
と
し
て
附
随
せ
し
め
た
も
の
で
な
い
。
明
治
元
年
一
ハ
セ
ベ
ノ
プ
ツ
ラ
ノ
ハ
カ
長
谷
部
信
連
@
主

務
の
歩
士
一
央
右
衛
門
肱
智
。
享
保
十
九
年
を
以
て
生
一
情
に
通
じ
、
直
径
五
尺
像
の
大
地
球
儀
を
作
旬
、
之
一
制
御
一
鶴
橋
禁
止
の
後
世
寺
の
境
界
を
分
か
ち
、
六
年
一
鳳
至
郡
山
岸
の
地
内
に
屈
し
、
選
と
反
塚
と
ご
個
の

ま
れ
、
患
を
中
西
錫
一
棋
に
受
け
、
四
十
徐
歳
老
臣
村
一
を
門
側
の
丑
成
閥
に
垂
下
し
て
地
理
の
研
究
に
使
一
七
局
長
谷
部
前
世
と
改
稿
し
た
。
一
土
健
一
服
が
並
ん
で
居
る
。
こ
の
地
輪
島
を
顕
る
こ
と

弁
民
の
教
授
と
な
り
、
安
永
十
年
召
さ
れ
て
務
の
儒
一
じ
、
叉
教
荒
新
策
を
刊
行
し
て
時
務
に
資
し
、
テ
リ
一
ハ
セ
ベ
ノ
プ
ツ
ラ
長
谷
部
信
謹
遇
制
柑
三
郎
叉
一
六

O
O米
に
遜
宮
ず
。
信
漣
の
城
批
あ
る
宅
団
に
近

者
と
な
り
、
天
明
五
年
新
知
百
石
を
賜
ひ
、
寛
政
四
一
ア
カ
の
薬
を
製
し
て
之
を
震
一
斑
し
た
。
嘉
永
ご
年
一
奴
o
一
は
九
郎
。
矯
越
の
子
。
久
安
三
年
一
止
用
十
六
日
遠
江
一
ぃ
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
輪
島
は
信
組
の
領
地
に
て
、

年
明
倫
蛍
の
助
教
に
任
じ
、
五
年
都
諦
に
進
み
、
享
一
ハ
セ
ガ
ヤ
チ
カ
ン
ノ
ン
長
谷
ヶ
谷
内
観
音
随
一
凶
長
邑
に
生
ま
れ
、
後
に
大
和
に
移
り
、
迭
に
出
で
一
則
安
に
率
し
有
り
し
也
。
閥
厨
は
河
井
町
川
向
の
山

和
二
年
一
飽
め
、
文
化
九
年
六
用
十
七
日
七
十
九
歳
を
一
島
郡
小
田
中
の
長
谷
#
谷
内
に
在
る
小
蛍
で
あ
る
。
一
て
朝
廷
に
仕
へ
、
功
を
以
て
左
兵
衛
尉
に
任
ぜ
ら
れ
一
岸
村
の
、
中
頃
十
村
役
せ
し
逮
際
民
団
地
の
中
に
あ

以

て

残

し

た

。

一

ハ

セ

カ

ン

ノ

ン

長

谷

観

普

↓

イ

シ

ウ

ラ

ジ

ν
一
た
。
治
承
叩
以
仁
王
の
高
倉
宮
・
を
脆
し
た
時
、
信
漣
一
り
。
盆
申
は
長
家
よ
り
代
参
、
憶
縮
の
手
向
等
あ

ハ
セ
ガ
ハ
ノ
プ
ハ
ル
長
谷
川
信
審
遁
穏
久
稿
。
一
ジ
ヤ
石
川
湘
耐
枇
。
一
留
っ
て
敵
を
防
ぎ
、
捕
へ
ら
れ
て
伯
替
に
諭
せ
ら
れ
、
一

b
o』
と
あ
る
。

等
伯
の
子
で
、
突
の
讃
風
を
製
ん
だ
。
七
尾
町
醤
記
一
ハ
セ
キ
巴
右
↓
ノ
ト
ヤ
ハ
セ
キ
能
賛
屋
巴
一
次
い
で
安
萄
に
住
し
た
。
腕
に
し
て
文
治
一
一
年
四
周
一
ハ
セ
ベ
リ
Z
号
ン
長
谷
部
理
右
衛
門
能
奨
郡

に
『
等
陸
信
春
、
等
伯
長
子
、
法
蔀
道
一
惇
、
文
勝
二
一
石
。
一
信
越
鎌
倉
に
去
り
、
初
め
て
将
軍
源
頼
朝
に
謁
し
た
一
小
松
の
人
。
家
名
を
長
保
屋
と
稽
し
、
世
々
理
右
衛

突
己
六
周
十
五
日
卒
、
行
年
二
十
六
歳
。
』
と
あ
る
一
ハ
セ
ジ
長
谷
寺
金
禄
本
多
町
な
る
萄
石
捕
翻
一
に
、
額
朝
は
前
年
信
漣
が
平
民
と
職
う
た
坊
を
貸
し
一
門
を
名
と
し
た
。
初
代
理
右
衛
門
は
、
高
治
の
頃
字

が
、
現
に
期
羽
咋
郡
一
宮
寺
家
の
正
提
院
に
揺
す
る
十
一
脅
の
別
笛
腕
で
、
提
言
宗
に
臨
し
、
寛
永
入
年
の
頃
一
て
、
御
家
人
の
列
に
加
へ
、
能
管
の
地
頭
取
に
捕
し
一
治
か
ら
茶
樹
を
移
し
て
、
こ
の
地
方
に
於
け
る
製
茶

二
夫
の
像
に
は
藤
原
長
谷
川
信
春
ご
十
六
歳
毎
と
あ
一
は
石
浦
山
長
谷
寺
と
記
さ
れ
る
が
、
正
保
ご
一
年
に
は
一
た
o
之
に
就
い
て
は
今
そ
の
後
商
畏
民
の
家
に
、
頼
一
業
の
鼻
祖
と
な
っ
た
o
事
保
年
中
二
代
理
右
衛
門
梁

り
、
岡
郡
上
甘
田
村
妙
成
寺
の
湿
鍵
像
に
は
長
谷
川
・
一
長
谷
山
慈
光
院
と
な
っ
て
居
り
、
そ
の
聞
に
改
稿
し
一
朝
の
下
文
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
信
越
に
文
治
二
一
を
錨
い
で
遠
く
他
闘
に
括
り
、
良
茶
の
製
法
を
感
び
、

信
春
・
舟
歳
の
三
一
頼
の
印
が
あ
る
か
ら
、
七
尾
萄
記
一
た
も
の
と
見
え
る
o
明
治
元
年
前
倒
混
請
禁
止
の
後
一
年
六
周
サ
一
一
一
日
能
費
闘
上
日
・
下
回
・
越
蘇
・
八
回
・
加
一
英
の
聾
債
を
揚
げ
、
八
代
理
右
衛
門
の
時
醤
来
の
製

の
記
載
は
正
し
く
な
い
。
掻
鑑
に
元
和
二
年
四
周
二
一
石
滞
納
祉
と
な
っ
た
。
一
島
・
典
木
・
熊
木
・
畏
讃
・
紳
戸
の
諸
郷
を
宛
行
ふ
と
い
一
茶
闘
改
良
を
計
り
、
能
奨
郡
製
茶
輸
出
の
鵬
矢
を
な

日
四
十
七
歳
と
あ
る
の
が
、
提
貨
か
も
知
れ
ぬ
。
一
ハ
セ
ダ
長
谷
田
江
沼
郡
山
中
谷
に
臨
す
る
部
一
ふ
こ
と
を
起
し
て
あ
る
が
、
こ
の
文
書
は
原
本
で
も
一
し
た
。
是
を
以
て
明
治
二
十
年
九
且
石
川
膝
知
事
は

ハ
セ
ガ
ハ
ヒ
デ
モ
リ
長
谷
川
秀
盛
一
向
一
授
一
務
。
江
沼
恵
稿
に
、
こ
の
村
領
に
金
銅
穴
の
跡
が
あ
一
な
く
、
郷
名
も
和
名
抄
に
倣
っ
た
も
の
と
見
え
て
、
一
理
右
衛
門
を
温
貸
し
た
。

の
首
領
で
、
週
稽
を
勘
十
郎
と
い
号
た
。
天
E
四

年

一

る

と

担

さ

れ

る

o

一

甚

だ

訴

し

い

O
R
つ
信
越
の
属
祉
は
鳳
至
郡
河
原
田
一
バ
セ
ヲ
ヅ
カ
芭
蕉
塚
↓
オ
キ
ナ
ザ
カ
翁
塚
。

八
周
サ
一
日
附
下
関
刑
鶴
周
法
眼
宛
の
訴
朕
漣
暑
中
一
ハ
セ
ダ
ガ
ハ
長
谷
田
川
江
沼
郡
長
谷
悶
領
の
一
郷
山
障
に
在
る
と
い
ふ
か
ら
、
能
讃
郡
を
領
し
た
と
一
ノ
ザ
チ
ジ
y
ジ
ヤ
野
蚊
制
批
o
ミ
ョ
ウ
ガ
Y
ジ

に
そ
の
名
が
見
え
る
0

・
一
高
松
平
か
ら
流
出
し
、
鳴
の
獄
と
い
ふ
腕
で
大
警
守
一
は
信
じ
ら
れ
ぬ
。
思
ふ
に
こ
れ
は
、
務
政
の
初
長
民
一
名
願
寺
。

ハ
セ
ガ
ハ
ヤ
ソ
ザ
Z
号

ン

長

谷

川

璃

=

一

左

衛

門

一

川

に

注

「

。

一

が

鹿

島

宇

都

を

領

し

た

後

に

生

じ

た

家

停

で

圃


